
塩尻市大門地区市街地総合再生基本計画（案） 概要版
（１）計画の目的
本計画は、平成17年に策定した「塩尻市大門地区市街地総合再生計画」をベースとし、

市街地を優先的に更新する区域の設定(ハード面)やエリアマネジメント等の賑わい創出に向け
た活動(ソフト面)を近年のまちづくりの潮流を踏まえた内容へと更新するもので、上位・関連
計画との整合を図りながら、官民連携によるまちづくりを推進するためのガイドラインとし
ての役割を担う計画です。
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計画期間：令和7年度～16年度(10年間)

（２）策定効果

（４）上位計画・関連計画との本計画の関係 (基本計画P4)

（３）計画対象 (基本計画P3)

（５）大門地区に係る課題・地元の意見

（６）まちづくり取組コンセプト

本対象区域は、第六次塩尻市総合計画の目指す都市像である「多彩な暮らし、叶えるまち。ʷ
田園都市しおじりʷ」を主体的にリードし、本市の玄関口として、他地区へと人をつなげ、更に
は理想の未来へとつなげるため、中心市街地活性化プロジェクト庁外チーム会議で検討が進めら
れてきたテーマを対象区域のまちづくり取組コンセプトとして設定しました。

「つなげるまち、大門」
「つくること」から「育てていくこと」へシフトしたまちづくり

(基本計画P38)

（７）大門地区に期待する将来像 (基本計画P35,P36)

上位計画での位置づけ、現況整理による課題、地元の主な意見等に対して、市内外の人がハー
ド・ソフトの取組を総合化することで創り出していく大門地区の将来像を描いてみました。

(基本計画P25,P28,P31)

地元の主な意見

空き家・空き店舗・空きビルの増加への対策

宿泊需要に対応する施設の充実

市外から来訪する旅行者等が再び訪れたくなる
ようなホスピタリティの充実

まちの担い手育成

若者世代にとって、新たなチャレンジを後押し
する仕組みの充実

住民、商店、事業者等とまちづくりの目標、方針を共有することで、多様な主体の連携を深
め、地域一体となり将来像の実現に向けた取組を進めることができます。
【ハード面】
• 市街地再開発、優良建築物等整備事業の国庫補助採択時に地区面積が緩和されます。
• 市街地再開発事業の補償費や共有通行部分の整備費等が、国庫補助対象項目とされます。
• 集中的に再開発事業等を支援する地域を設定することで、民間事業者等が実施する当該地域
での再開発事業等については、行政から重点的な支援を受けられます。

【ソフト面】
• 行政の計画にエリアマネジメント事業を位置付けることで公共性が生まれます。
• 市民活動団体等はエリアマネジメント事業の取組に関して、行政等から後方的支援を受け
られます。

現況整理による課題のまとめ
人口・
来街者 新たな定住人口及び交流人口の獲得

土地
利用

多様な世代による賑わいの創出

低未利用地の利活用の展開
建物・
道路

老朽建物の更新等による地域の安全性
の向上

交通 バス利用者等をまちなかまで引き込む
誘導策の検討

地価 中心市街地における価値向上に向けた
施策
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（７）大門地区に期待する将来像 (基本計画P35,P36)



取組方針の内容をゾーニングとして表します。また、『重点整備地域』を設定することで、
集中的に取組の促進を図ります。重点整備地域のうち、開発機運が高い地区や、公益性が高い
と考えられる地区を『再開発候補地区』として位置づけます。

（基本計画P46～48）
ゾーニングと重点整備地域の設定

居住施設の整備を
促進するゾーン

宿泊・滞在施設の
整備を促進する
ゾーン

新たなまちの創造を
促進するゾーン

人材の育成・輩出を
促進するゾーン

対象地区（約36ha）
整備済み

（市街地再開発事業）
（優良建築物等整備事業）

重点整備地域

再開発候補地区

1

2

3
4 5

1：S-1地区
2：S-2地区
3：S-3地区
4：S-4地区
5：S-5地区

■支援対象取組一覧
・市街地再開発事業を活用した取組
・優良建築物等整備事業を活用した取組
・市街地再開発事業等と連携する

リノベーション
・市街地再開発事業等と連携する

空地（あきち）の暫定利用
・空き家の改修や解体等に関する取組
・空き店舗の活用に関する取組
・建物のリノベーション等により整備し、

運営する取組
（松本しんきんまちづくりファンド）

（基本計画P49～53）

■支援対象取組一覧
・公共空間を活用したイベントの企画・運営
・まちの情報発信やプロモーションの実施
・まちなかの清掃・美化活動
・空き家、空地等に関する利活用と

そのコーディネート
・まちの運営に向けたコミュニティづくり
・地域ブランディングの検討、

景観デザインの調整

（基本計画P54～57）

市街地更新に関する支援
本計画におけるまちづくりの基本方針・取組

方針に合致するとともに、その社会・経済面で
の波及効果が期待できる、市民等の民間が主体
的に取り組むまちづくり活動に対して支援を行
います。

ｴﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄに関する支援
エリアマネジメントとは、地域における良好

な環境や地域の価値を維持・向上させるための、
住民・事業主・地権者等による主体的な取り組
みを指します。
「つくること」から「育てていくこと」へと

シフトしたまちづくりに取り組むことが大切に
なるため、以下取組に関して支援を行います。

（９）支援内容

（８）将来像から基本方針及び取組方針の流れ

（１０）エリアマネジメントの推進体制

エリアプラットフォーム概念図

（基本計画P58）
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＝ 大門まちづくり
共創会議

（基本計画P40） （基本計画P41） （基本計画P45）

【1ʷA】 【1ʷB】 【3ʷA】

基本方針 基本方針 基本方針

（基本計画P39） （基本計画P42） （基本計画P44）

（基本計画P43）

【2ʷA】

大門商店街周辺の特徴を
活かした新たなまちの創
造に向けた取組の充実・
強化により市内外の人に
選ばれる場としていく

新たなまちの
創造を

目指す活動を
促進する


